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う」 « Se rencontrer paysage avec Joseph Sima »（1973）を、そのタイトルの文法的構造に着目



































1913 年に発表した論文「風景の哲学」（『ジンメル著作集』第 12 巻、白水社、1972、p. 165-179）
である。ジンメルによると、「風景」は、「自然」のなかに存する諸断片のあいだに調和を見いだ
すような（自己から対象へ、つまり内から外へ向けての）視線を意図する。他方では、土地の広
がりを覆っている「情趣」（Stimmung）が自己へと投射されてくる現象も「風景」の重要な構
成因子である。内と外との相互方向的な視線が「風景」を成立させるというこの考えに、コロー
の論も帰着するように一見思われる。しかしいっぽうで、「風景」とは、自己の内面に存在する
ものなのか、それとも、世界の中に実在するものなのかという問いに対する飽くなき探求が放棄
されたわけではない。「風景」の概念は、従来諸分野の谷間にあって正面から考察されることは
少なかった。現代ますます盛んになりつつある「風景」をめぐる議論のなかから、今後新しい解
釈が生まれて来ることは十分に期待できるだろう。
